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平成 23 年 3 月
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長島一円が花でいっぱい
もうすぐ「夢追い長島花フェスタ」
始まるよ！！



の
ほ
か
、「
奉
仕
賞
」「
親
切
賞
」「
ス

ポ
ー
ツ
賞
」「
学
芸
賞
」「
創
造
賞
」

「
勤
労
賞
」「
友
情
賞
」「
特
別
賞
」

な
ど
計
９
賞
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
ほ
め
て
育
て
よ
う
」
長
島
の
子

平
成
22
年
度
「
長
島
の
子
表
彰
式
」

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
よ
い
点
を
見
つ
け
、
ほ

め
て
育
て
る
事
を
狙
い
に
、
た
く

さ
ん
の
本
を
読
ん
だ
「
読
書
賞
」

長
島
の
子
表
彰
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
日
は
、
町
内
の
小

学
校
5
年
生
か
ら
中
学
校
3
年

生
ま
で
の
、
計
１
０
７
人
が
表

　

２
月
５
日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー

ル
で
「
平
成
22
年
度
長
島
の
子
表

彰
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
や
生
徒
の
優
れ

た
個
性
を
ほ
め
て
伸
ば
し
て
い
く

　

川
添
健
町
長
は
、「
こ
の
長
島

で
心
の
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
育

み
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
中
橋
藤

七
教
育
長
は
「
子
ど
も
に
は
必
ず

い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
地
域
全
体

で
探
し
て
あ
げ
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
「
学
芸
賞
」
を
受
賞
し
た
池
上

美
紀
さ
ん
（
鷹
巣
中
学
校
3
年

生
）
は
、「
長
島
町
は
自
慢
の
ふ

る
さ
と
。
自
分
た
ち
の
持
っ
て
い

る
可
能
性
を
引
き
出
し
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
長
島
を
も
っ
と

元
気
に
し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
を
受
賞
し
た

赤
瀬
叶
一
郎
く
ん
（
城
川
内
小
学

校
6
年
生
）
は
「
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
を
続
け
ら
れ
る
の
は
、
家
族
、

先
生
、
地
域
の
か
た
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
賞
を
誇
り

に
し
て
今
後
も
が
ん
ば
り
た
い
で

す
」
と
元
気
よ
く
お
礼
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

一人一人、川添健町長から賞状が授与されました

中橋藤七教育長からはメダルがかけられました

「音 楽 の 花 束」 と 題 し、 ピ ア ノ、 バ イ オ リ ン
などによるミニコンサートがありました
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すべての協力があり一時終結
高病原性鳥インフルエンザ防除作業

②

③

　

１
月
17
日
、
出
水
市
に
お
い
て

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
の
一
報
が
入
り
、
本
町
で
も
防

除
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
翌
日
の
18
日
、
対
策
本

部
を
設
置
し
、
19
日
か
ら
、
本
町

内
の
小
規
模
養
鶏
農
家
な
ど
へ
防

除
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

県
で
は
、
出
水
市
高
尾
野
町
の

発
生
農
場
か
ら
半
径
10
㌔
圏
内
の

主
要
道
路
で
消
毒
ポ
イ
ン
ト
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら

も
、
建
設
業
者
の
組
織
か
ら
な
る

建
友
会
の
協
力
に
よ
り
、
各
消
毒

①

ポ
イ
ン
ト
で
の
防
除
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
町
の
職
員
も
２
人
１

組
で
、
移
動
制
限
が
解
除
さ
れ
た

２
月
17
日
午
前
0
時
ま
で
、
国
道

３
８
９
号
、
阿
久
根
市
黒
之
浜
の

消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
、
交
通
誘
導
の

業
務
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
町
内
に
お
い
て
は
、
道
の
駅

黒
之
瀬
戸
「
だ
ん
だ
ん
市
場
」
近

く
に
、
落
差
を
利
用
し
た
長
島
町

独
自
の
無
人
消
毒
ポ
イ
ン
ト
が
設

置
さ
れ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

侵
入
し
な
い
よ
う
、
町
民
と
関
係

者
ら
が
一
丸
と
な
り
ま
し
た
。

①黒之瀬戸大橋を渡り、 阿久根市側の消毒ポ
　イントでは、 警備員と本町役場職員（午前
　６時から午前０時）による交通誘導
②道路上には消毒マットが設置
③だんだん市場近くには、 落差を利用した消
　毒ポイントが設置
④絶えずホースから消毒剤の散布
⑤個人で飼育している鶏舎の消毒作業⑤

④
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i n f o r m a t i o n
　

平
成
23
年
9
月
か
ら
、
学
校
給

食
は
鷹
巣
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

統
合
さ
れ
ま
す
。

　

鷹
巣
・
指
江
両
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
18
年
の
合
併
以
前

か
ら
、
旧
東
・
長
島
の
児
童
生
徒

に
対
し
学
校
給
食
の
提
供
を
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
鷹
巣
セ
ン
タ
ー
は
、
築
19

年
を
経
過
し
て
い
て
、
施
設
設
備

の
老
朽
化
が
進
み
、
学
校
給
食
衛

生
管
理
基
準
へ
の
適
応
状
況
に
課

題
を
抱
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
町
で
は
、
鷹
巣
セ
ン
タ
ー
を

衛
生
管
理
基
準
の
徹
底
と
、
さ
ら

に
安
心
、
安
全
で
お
い
し
く
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
校
給
食
の

提
供
や
、
食
育
の
推
進
を
図
る
た

め
、
平
成
23
年
８
月
下
旬
の
完
成

を
目
指
し
、
改
修
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
１
学
期
は
従
来
ど
お

り
鷹
巣
・
指
江
両
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
給
食
が
提
供
さ
れ
、
２

学
期
以
降
は
改
修
さ
れ
た
鷹
巣
学

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合

平
成
23
年
度
の
２
学
期
か
ら

　
　
　

鷹
巣
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
運
営

校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
提
供
と

な
り
ま
す
。

　

現
在
両
セ
ン
タ
ー
と
も
調
理
や

運
搬
業
務
は
、
民
間
委
託
し
て
い

ま
す
が
、
統
合
後
も
同
じ
く
民
間

委
託
方
式
で
運
営
す
る
予
定
で

す
。
公
募
に
つ
い
て
は
、
６
月
ご

ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

現在の鷹巣学校給食センター

作
業
分
担
を
明
確
化

↑
調
印
し
た
佐
々
木
さ
ん
一
家
（
左
側
）
と

　

小
田
さ
ん
一
家
（
右
側
）

　

2
月
10
日
、
長
島
町
役
場
指
江

庁
舎
2
階
大
ホ
ー
ル
で
、
作
業
分

担
を
明
確
に
し
、
お
互
い
が
協
力

し
な
が
ら
経
営
に
取
り
組
む
、
農

業
家
族
経
営
協
定
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
調
印
し
た
の
は
、
城
川

内
の
佐
々
木
さ
ん
一
家
（
父
親
の

幸
親
さ
ん
、
母
親
の
美
保
さ
ん
、

息
子
さ
ん
の
優
翠
さ
ん
）
と
、
獅

子
島
の
小
田
さ
ん
一
家
（
父
親
の

保
さ
ん
、
母
親
の
ツ
ル
エ
さ
ん
、

息
子
さ
ん
の
保
彦
さ
ん
）
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
川
添
健
町
長
、
上

川
信
雄
北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水

産
部
農
政
普
及
課
参
事
、
山
口
正

成
農
業
委
員
会
会
長
の
立
ち
会
い

の
も
と
、
家
族
経
営
協
定
書
へ
調

印
し
、
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
抱
負
を

述
べ
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
協
定
し
た
佐
々
木
さ
ん

一
家
は
、
バ
レ
イ
シ
ョ
や
さ
つ
ま

い
も
な
ど
露
地
野
菜
の
複
合
経
営

を
さ
れ
、　

小
田
さ
ん
一
家
は
、

紅
甘
夏
な
ど
の
果
樹
専
業
で
経
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
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植えてはいけない『けし』
　　　　　　　　　　をご存知ですか？

　

け
し
の
仲
間
（
け
し
属
植
物
）

に
は
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
外
観
の
特
徴
か

ら
、
園
芸
用
の
け
し
と
区
別
で
き

ま
す
。「
植
え
て
は
い
け
な
い『
け

し
』」
を
発
見
し
た
と
き
は
、
出

水
保
健
所
ま
た
は
阿
久
根
警
察
署

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

開
花
時
期

　

３
月
下
旬
か
ら
５
月
ご
ろ

花
の
種
類

◆
ケ
シ
（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
）

◆
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム

種
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

　

阿
久
根
警
察
署

　

☎
（
72
）
０
１
１
０

　

役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
１
０
７

◆ケシ（ソムニフェルム種） ◆アツミゲシ（セティゲルム種）

八重咲 一重咲

花
づ
く
り
に
役
立
て
て

↑植物酵素が中橋藤七教育長へ手渡されました

　

1
月
26
日
、
出
水
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「H

ow
 to 

21 Club

」（
代
表

吉
井
秀
之
さ
ん
）
か
ら
、
各
学
校

の
花
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
植
物
な
ど
の
生
育
を
助
け
る

「
植
物
酵
素
」
を
町
内
の
全
小
中

学
校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
井
さ
ん
は
、「
ぐ
る
っ
と
一

周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」
を
は

じ
め
、
以
前
か
ら
長
島
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
賛
同
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
寄
贈
式
で
「
長
島
町
の

景
観
推
進
な
ど
の
取
り
組
み
は
大

変
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
植

物
な
ど
、
命
を
育
む
活
動
は
、
子

ど
も
た
ち
の
情
操
教
育
に
と
っ
て

良
い
も
の
で
す
。
花
づ
く
り
な
ど

の
活
動
を
通
し
て
、
ぜ
ひ
心
健
や

か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。 Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
植
物
酵
素
の
寄
贈
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ご
存
じ
で
す
か
？

「
市
町
村
交
通
災
害
共
済
」

町
で
は
、
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加
入
申
し
込
み

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
共
済
は
皆
さ
ん
が

掛
金
を
出
し
あ
い
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
・
ケ
ガ
の
際
に
災
害
見

舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
４
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

３月中に申し込みを◇
加
入
で
き
る
人

　

長
島
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

　

人
登
録
を
し
て
い
る
人
。就
学（
学

　

生
）
の
た
め
、
一
時
的
に
転
出
し

　

て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

◇
加
入
申
し
込
み

　

役
場
へ
申
込
書
を
提
出

◇
共
済
掛
金
（
年
額
）

　

加
入
者
１
人
に
つ
き
年
５
０
０
円

　

中
途
加
入
者
（
4
月
以
降
の
加
入

　

者
）
も
同
額

◇
共
済
期
間

　

平
成
23
年
4
月
1
日
～
平
成
24
年

　

3
月
31
日
の
１
年
間

　

中
途
加
入
者
は
、
申
込
書
を
受
理

　

し
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
24
年
3

　

月
31
日
ま
で

◇
対
象
と
な
る
事
故

　

国
内
で
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転

　

車
、
自
転
車
、
汽
車
、
電
車
、
身

　

体
障
害
者
用
の
車
い
す
、
定
期
旅

　

客
船
、、
旅
客
運
送
の
用
に
供
す

　

る
交
通
船
、
旅
客
機
等
に
よ
り
、

　

接
触
、
衝
突
、
転
覆
等
の
交
通
事

　

故
に
遭
わ
れ
て
、
そ
れ
が
原
因
で

　

身
体
に
障
害
を
受
け
た
場
合

◇
災
害
見
舞
金
の
額

　

①
死
亡
＝
１
０
０
万
円

　

②
治
療
実
日
数
に
よ
り
2
万
５
千

　
　

円
か
ら
18
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
２
１
８

自動車を使用しなくなったときは

抹消登録を確実に
　自動車（軽自動車・125cc 以下の単車を含む）を使用
しなくなったときはすぐに抹消登録をしましょう。
　そのまま放置しておくと、いつまでも自動車税を納め
なければなりません。抹消登録をすると、すでに納めた
その年度の自動車税が、手続きをした月の翌月分から月
割りで還付されます。
　 ま た 自 動 車 税 は、 ４ 月 1 日 現 在 で 課 税 さ れ る た め、
使用しなくなった自動車や買い替えによる抹消手続きは
3 月 31 日までに済ませましょう。

★抹消登録するため必要なもの
　①申請書（ＯＣＲシート）
　②手数料
　③自動車検査証
　④ナンバープレート
　⑤印鑑証明書（所有者のもので、発行後３カ
　月以内のもの）
　⑥実印（印鑑証明書の印鑑）
　［※代理人が申請する場合は委任状必要］

◎問い合わせ先
　鹿児島運輸支局（普通自動車以上）
　☎ 099（261）9191
　役場税務課（軽自動車以下）
　☎（86）1111　内線 1126

ＴａｘＮｅｗｓ
［税だより］

未納になっている町税
はありませんか？

　３月は会計年度末であり、町
県民税、固定資産税、軽自動車
税、国民健康保険税、介護保険
料 の 納 付 が お 済 み で な い か た
は、早めに納税計画を立てて、
年度内完納にご協力お願いしま
す。
★納付期限　３月 31 日（木）

◎問い合わせ先
　役場税務課
　☎（86）1111　内線 1126
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花
の
ま
ち
長
島
町
に

　
　
移
り
住
ん
で
み
ま
せ
ん
か

 　

町
で
は
、
定
住
促
進
住
宅
（
ケ

ビ
ン
）
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
募
集
す
る
住
宅

　

長
島
町
定
住
促
進
住
宅
１
棟

◆
住
宅
所
在
地

　

長
島
町
鷹
巣
３
６
３
番
地
３

　
（
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
太
陽
の
里

ケ
ビ
ン
内
）

◆
入
居
対
象
者

　

長
島
町
内
に
移
住
を
希
望
さ
れ

る
か
た
（
町
外
に
在
住
の
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ⅰ
タ
ー
ン
の
か
た
）

※
町
内
居
住
者
は
対
象
外
で
す
。

◆
構
造

　

木
造
２
階
建
て
（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　

下
水
道

◆
広
さ

　

１
階
床
面
積
24
．
36
㎡

　

２
階
床
面
積
20
．
75
㎡

◆
家
賃

　

３
０
０
０
０
円

　
（
光
熱
水
費
別
途
）

◆
入
居
の
決
定

　

入
居
条
件
な
ど
の
書
類
審
査
後

文
書
で
通
知

◆
募
集
開
始

　

平
成
23
年
1
月
4
日
～

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課
商
工
観
光
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
１
３
６
３

1 階平面図2 階平面図

①今回募集する定住促進
　住宅（ケビン外観）
②洋式トイレ
③浴室
④１階ＬＤＫ
⑤２階和室

④

⑤

①

② ③

7 広 報 な が し ま



排
出
マ
ナ
ー
を
も
う
一
度

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

　

本
町
で
は
、
農
業
用
廃
ポ
リ
や

肥
料
袋
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な

ど
、
年
２
回
定
期
的
に
回
収
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
不
法
投
棄
や
焼

却
な
ど
が
な
い
よ
う
、
生
産
者
自

ら
の
責
任
で
正
し
く
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

　

排
出
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
少

し
づ
つ
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
一
部
の
生
産
者
が
不
適
切
な

方
法
で
排
出
さ
れ
た
も
の
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
生
産
者
は

個
別
指
導
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ

て
は
排
出
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
地
域

ぐ
る
み
で
適
正
処
理
を
促
進
し
ま

し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

内
線
２
１
４
１

【１　良い例：○】
　同一素材でひもを作り十
文字に結束する

１

４

３

２

５

【２　悪い例：×】
　結束していない
　また、結束してあるがひ
もがＰＰバンドなどで結束
してある

【３　悪い例：×】
　結束されないまま排出さ
れたため、再度結束のやり
直し

【４　悪い例：×】
　 総 合 葉 面 散 布 肥 料「 メ
リット」容器のラベルがは
がされていない

【５　悪い例：×】
　容器のラベルははがして
あるが、透明の袋へ入って
いない
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3 月・4 月異動の多い時期

土曜・日曜日の
　　転入と転出手続きができます

◆開庁期日
　３月 26 日（土）、27 日（日）
　4 月２日（土）、３日（日）
◆開庁時間
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
◆受付業務
　転入・転出・転居に関する届出、各種
証明書発行など

　本町では、異動の多い３月末から４月初め
の土曜日・日曜日に窓口を開き、転入・転出・
転居などに関する届出を受け付けます。
　手続きには、印鑑、身分を証明するもの（運
転免許証など）が必要です。

◎問い合わせ先　
　☎ 86-1111
　町民福祉課住民係（内線 1114、1115）
　総合管理課町民係（内線 2115、2116）
　

パスポート申請窓口が変わります
　旅券事務の権限委譲により、平成 23
年４月１日から、 長島町に住民登録を
されているかたは、 長島町の窓口でパ
スポートの申請、 受け取りができるよ
うになります。
　これに伴い、原則、県のパスポート
窓口は利用できなくなりますので、ご
注意ください。

◎問い合わせ先

　町民福祉課住民係

　☎ 86-1111（内線 1114、1115）

○申請場所　役場町民福祉課

　　　　　　指江庁舎総合管理課

○申請時間　午前８時 30 分

　　　　　　　　　　～午後５時 15 分

※ た だ し、 町 民 福 祉 課 の 午 後 ３ 時 以 降、
指江庁舎総合管理課正午以降の申請分は翌
日扱いとなります。
○受領場所および時間

　町民福祉課のみ
　午前８時 30 分～午後５時 15 分

◆申請から交付までの所要日数

　10 日間（土・日・振替休日および年末・年始休暇中の

期間を除く）

◆申請に必要な書類

　○一般旅券発給申請書 1 通（町民福祉課、総合管理課

　　に備えてあります）

　○戸籍謄［抄］本 1 通（発行日から６カ月以内）

　○写真［縦 4.5 ㌢×横 3.5 ㌢］1 枚

　○前回取得した旅券（旅券の更新の場合に必要）

　○住民票 1 通（長島町へ住民登録している人は省略）

一般旅券

手数料

有効期限
申請時

の年齢

収入印紙（郵

便局で購入）

鹿児島県収

入証紙（役

場で購入）

合　計

10 年 20 歳以上 14,000 円分 2,000 円分 16,000 円分

５年
12 歳以上 9,000 円分 2,000 円分 11,000 円分

12 歳未満 4,000 円分 2,000 円分 6,000 円分

9 広 報 な が し ま



２
月

１
日　
　
　
　

全
体
朝
礼
（
長
島
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
）

２
日　
　
　
　

全
体
朝
礼
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

お
通
夜
（
１
件
）

　
　
　
　
　
　

第
一
回
長
島
町
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
島
町
役
場
）

３
日　
　
　
　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
（
阿
久
根
市
）

　
　
　
　
　
　

お
通
夜
（
２
件
）

４
日　
　
　
　

県
国
保
連
合
会
診
療
施
設
協
議
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

５
日　
　
　
　

長
島
の
子
表
彰
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　

結
婚
式
（
２
件
）

７
日　
　
　
　

子
宝
お
祝
い
金
支
給
（
長
島
町
役
場
）

８
日　
　
　
　

汐
見
地
区
町
長
相
談
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

お
通
夜
（
２
件
）

　
　
　
　
　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

９
日　
　
　
　

県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

10
日　
　
　
　

農
業
委
員
会
家
族
協
定
調
印
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

11
日　
　
　
　

お
通
夜
（
１
件
）

12
日　
　
　
　

鹿
児
島
な
が
し
ま
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

結
婚
式
（
１
件
）

13
日　
　
　
　

結
婚
式
（
１
件
）　　
　

15
日　
　
　
　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

　
　
　
　
　
　

議
会
（
長
島
町
役
場
）

15
日　
　
　
　

お
通
夜
（
１
件
）

16
日　
　
　
　

お
通
夜
（
２
件
）

17
日　
　
　
　

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

お
通
夜
（
３
件
）

18
日　
　
　
　

県
下
一
周
駅
伝
出
発
式
（
出
水
市
）

　
　
　
　
　
　

県
漁
業
信
用
保
証
協
会
監
事
会
（
出
水
市
）

19
日　
　
　
　

お
通
夜
（
２
件
）

20
日　
　
　
　

お
通
夜
（
１
件
）

21
日　
　
　
　

葬
式

22
日　
　
　
　

医
療
問
題
協
議
会
（
阿
久
根
市
）

23
日　
　
　
　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

お
通
夜
（
２
件
）

24
日　
　
　
　

県
市
町
村
行
政
推
進
協
議
会
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

県
町
村
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

26
日　
　
　
　

結
婚
式
（
２
件
）

27
日　
　
　
　

お
通
夜
（
1
件
）

28
日　
　
　
　

お
通
夜
（
1
件
）　
　

　

支援対象 

　まだ地上デジタル放送に対応できていない世帯で、世帯全員が町民税非課税の措
置を受けている世帯 
※ NHK と放送受信契約を結んでいない場合は、支援の申込後速やかに NHK と放送
受信契約を結んでください。 

支援内容 

　簡易なチューナー（1 台）を無償で給付します。簡易なチューナーはお住まいへ
配送します。 
　また、チューナーの設置方法や操作方法を電話でサポートします。 
　（チューナーの訪問設置、アンテナ改修などは行いません。） 

申込受付 
期　　間 平成 23 年１月 24 日～平成 23 年７月 24 日（消印有効）

申込方法 
　申込書に必要事項を記入し 、「世帯全員が記載された住民票の写し」と「世帯全
員分の町民税非課税証明書」を添付し、総務省地デジチューナー支援実施センター
へ送付してください。 

申込書の
入手方法 

　総務省地デジチューナー実施支援センターへご連絡ください。ご希望の部数を送
付します。 
　または、総務省地デジチューナー実施支援センターホームページから入手できま
す。 
　このほか、役場町民福祉課と指江庁舎総合管理課に備えてあります。

問い合わせ先  

●総務省　地デジチューナー支援実施センター 
　ナビダイヤル：0570-023724　 
　ナビダイヤルがご利用できない場合：043-332-2525 
　受付時間：平日　午前９時～午後９時　　土・日・祝日　午前９時
●役場企画財政課
　☎ 86-1111（内線 1561）

地上デジタル放送の視聴支援
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い
ろ
は
の
か
る
た
奉
行

長
谷
川　

義
史  

作

祝
辞
受
く
新
成
人
の
膝
の
嬰や

や　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

父
の
忌
や
梅
満
開
の
庭
を
掃
く　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

窓
辺
よ
り
見
送
る
鶴
の
無
事
祈
る　
　
　
　

大
堂　

早
苗

引
く
鶴
や
ま
づ
島
越
え
て
灘
越
え
て　
　
　

淵
脇　
　

護

軽
や
か
に
交
す
挨
拶
水
温ぬ
る

む　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

歩
き
つ
つ
交
す
挨
拶
風
光
る　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

落
椿
つ
な
ぎ
て
母
の
吾あ

に
孫
に　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

な
つ
か
し
き
母
の
背
中
や
流
れ
星　
　
　
　

中
橋　

藤
七

　正しい「いろはかるた」と、
作者が考えた新しい「いろはか
るた」。２つが同じページにな
らんで、くらべっこで読めます。

は
る
で
す
よ

柴
田　

晋
吾  

著

　山、海、川、いろんな場所に
目を向けて、季節のおとずれを
子どもたちと一緒に見つけてみ
ませんか。

目
覚
む
れ
ば
潮
騒
荒
く
対
岸
の
灯
り
か
す
め
て
雪
の
降
り

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

終
戦
前
布
団
背
負
ひ
て
亡と

も友
は
征ゆ

き
ぬ
従
軍
者
看
護
婦
島

崎
和
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

若
く
し
て
逝
き
た
る
友
の
通
夜
の
場
に
堪こ
ら

へ
て
唱と

な

ふ
追

つ
い
ち
ょ
う弔

御ご
わ
さ
ん

和
讃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

見
は
る
か
す
不
知
火
海
の
空
青
し
わ
が
上
空
に
鶴
鳴
き
て

去
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

凍
て
つ
き
し
空
に
向
か
ひ
て
わ
が
屋
根
の
鴉
か
ら
す

啼
く
声
冬
空

に
満
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

庭
先
の
枇
杷
の
若
木
に
小
鳥
群
れ
蜜
を
吸
ひ
を
り
小
枝
揺

れ
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

雪
の
朝
窪
み
て
残
る
足
跡
は
我
を
気
遣
ふ
亡つ

ま夫
と
思
ほ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

朝
夕
に
牛
に
声
か
け
草
や
れ
ど
懐な
つ

ひ
て
く
れ
ぬ
と
息こ
子
は

呟
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

海
岸
の
灯
り
か
す
め
て
降
る
雪
が
ひ
と
夜
明
け
れ
ば
島
山

つ
つ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

朝
日
差
す
海
あ
お
青
と
凪
ぐ
朝
に
波
筋
立
て
つ
つ
漁
船
ら

出い

て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

古
古
米
を
捨
て
る
に
は
あ
ら
ぬ
奥
深
き
濁
酒
へ
変
ゆ
る
術す
べ

を
学
び
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

節
分
と
旧
正
月
が
重
な
り
て
嫁
が
手
作
り
の
蕎
麦
も
寿
司

も
美う

ま味
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

喜
寿
祝
ひ
吾こ
娘
よ
り
の
花
束
抱い

だ

け
ど
も
わ
が
空
白
の
胸
は

埋
ま
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

近
寄
る
を
規
制
さ
れ
た
る
泥
の
田
の
鶴
が
吹
雪
の
向
こ
う

に
見
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

家
中
に
手
摺
り
を
つ
け
て
も
ら
い
た
り
あ
と
も
う
少
し
生

き
ん
が
た
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

あ
お
の
海
の
彼
方
に
あ
る
と
懐
か
し
む
西
方
浄
土
は
夕
や

け
小
や
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

川
土
手
に
刈
草
焼
き
し
跡
黒
く
点
点
と
見
ゆ
橋
の
上
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

回
覧
板
届
け
に
来
れ
ば
お
茶
の
間
の
国
会
中
継
猫
が
見
て

お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

耕
運
機
タ
イ
ヤ
模
様
を
た
っ
ぷ
り
と
転
写
し
な
が
ら
道
を

横
切
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

明
日
ま
た
食
べ
れ
ば
良
い
と
夫
の
言
う
小
鍋
半
分
の
煮
物

残
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

［
短
歌
］

牛
さ
え
も
出
た
り
来
る
な
り
魂
し
あ
り
大
き
な
声
で
お
ろ

ぶ
な
る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

我
れ
友
よ
生
き
甲
斐
な
の
よ
牛
飼
は
二
度
と
逢
な
い
売
れ

行
く
成
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
　
末
則

［
俳
句
］

紅
梅
や
哭
き
乍
ら
聴
く
「
フ
ラ
ン
ク
永
井
」
宗
方　

正
喜
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古
い
電
話
帳
の
回
収
・
紙
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
環
境
保

護
の
立
場
か
ら
、
古
い
電
話
帳
の

回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
電
話
帳
を
４
月
中
に
配
付
す
る

予
定
で
す
の
で
、
お
届
け
し
た
際

古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し

す
る
か
、
も
し
渡
せ
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
後
日
回
収
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
紙
リ
サ
イ
ク

ル
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

海
上
保
安
学
校
学
生
の
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安

学
校
学
生
（
特
別
）
を
募
集
し
ま

す
。　

○
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　

4
月
8
日
（
金
）

○
第
一
次
試
験

　

5
月
15
日
（
日
）

○
受
験
資
格

　

高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

と
人
事
院
が
認
め
る
学
校
を
卒
業

し
、
ま
た
は
卒
業
す
る
見
込
み
で

あ
り
、
入
学
す
る
年
の
4
月
1
日

現
在
で
24
歳
未
満
で
必
要
な
受
験

資
格
を
満
た
し
て
い
る
か
た
。

※
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

は
、
10
月
期
入
学
生
で
す
。
受
験

資
格
、
受
験
手
続
な
ど
の
詳
細
は
、

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
第
十
管
区
海
上

保
安
本
部
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

　

総
務
部
人
事
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
９
８
０
０

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め

に
　

平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。

○
申
告
と
納
税
の
期
限

　

・
所
得
税
・
贈
与
税

　
　

３
月
15
日(

火)

ま
で

　

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

　

び
地
方
消
費
税

　
　

３
月
31
日(

木)

ま
で

○
平
成
22
年
分
の
所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
、
記
載
要
領
な
ど
の
相

談
は
、
県
内
の
各
税
務
署
が
開
設

す
る
申
告
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の
確

定
申
告
書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
た
所
得
税
の
申

告
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
電
子
申
告
（e-Tax

）
さ
れ

ま
す
と
、
一
定
の
要
件
の
下
、 

最

高
５
千
円
の
税
額
控
除
（
19
～
21

年
分
に
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人

に
限
る
）、
医
療
費
の
領
収
書
な

ど
一
定
の
書
類
の
添
付
不
要
、 

還

付
金
は
３
週
間
程
度
で
還
付
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
年
金
引

き
落
と
し

　

町
で
は
、
23
年
４
月
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
場
合
、 

年
金
引
き
落
と
し
（
特

別
徴
収
）
を
開
始
し
ま
す
。

［
国
民
健
康
保
険
］

○
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
９
月

に
65
歳
に
到
達

○
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
年
齢
が
全
員
65
歳
か
ら
74
歳

○
世
帯
主
が
１
年
間
に
受
け
取
る

年
金
額
が
18
万
円
以
上

○
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
と
世
帯

の
国
民
健
康
保
険
税
の
１
回
の
特

別
徴
収
の
合
計
額
が
、
世
帯
主
の

１
回
の
年
金
支
給
額
の
２
分
の
１

以
内

［
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
］

○
平
成
22
年
４
月
か
ら
９
月
に
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
と
な
っ
た
場
合

○
被
保
険
者
が
１
年
間
に
受
け
取

る
年
金
額
が
18
万
円
以
上

○
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
１
回
の

特
別
徴
収
の
合
計
額
が
、
１
回
の

年
金
支
給
額
の
２
分
の
１
以
内

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
（
国
民
健
康
保
険
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

役
場
保
健
衛
生
課

　
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も

  

鹿
児
島
県
内
の
特
定
の
産
業
の

労
働
者
と
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
以

下
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　

時
間
額　

７
１
０
円

　
（
平
成
22
年
12
月
24
日
発
効
）

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　

時
間
額　

６
７
２
円

　
（
平
成
23
年
１
月
８
日
発
効
）

○
電
気
機
械
器
具
製
造
業
関
係

　

時
間
額　

６
９
２
円

　
（
平
成
23
年
１
月
５
日
発
効
）

◎
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

　

http://w
w

w
.kagoshim

a.plb.go.jp/

　

最
賃
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
８
８
１

　

県
庁
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
１
７
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　関西ながしま会の第４回交流会を
開催します。
　当日は、長島町から来賓をお迎え
し、故郷の近況等をお聞きして、参
加者の皆さんの親交を『島美人』で
深めていただきたいと思います。
　関西在住の長島町ゆかりの皆さん
が集う、年１回の「ふるさとデー」
です。お誘いあわせのうえ、ぜひご
出席ください。
○日時
　４月 24 日（日）
　受付　午前 11 時
　開会　正午～（約３時間）
○場所
　太閤園　ガーデンホール
　大阪市都島区網島町 9‐10
　☎ 06（6356）1110
○会費
　男性 9,000 円
　女性 8,000 円
○交通機関
　・ＪＲ東西線
　　「大阪城北詰駅」下車３号口
　・ＪＲ、京阪「京橋駅」下車
　・地下鉄長堀鶴見緑地線
　　「京橋駅」下車
◎問い合わせ先
　関西ながしま会事務局　福嵜健雄
　☎ 072（693）5085

第４回関西ながしま会交流会を開催

第３回交流会での記念撮影

「
ス
ト
ッ
プ
！
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
現
金
化
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　

消
費
者
庁
で
は
、
昨
年
12
月
か

ら
「
ス
ト
ッ
プ
！
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
現
金
化
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
特
設
ペ
ー
ジ
を
設

け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
枠
を
換
金
目
的
で
利
用
す
る
こ

と
を
止
め
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
県
民
生
活
局

　

消
費
者
行
政
推
進
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
３
３

　

消
費
者
庁
特
設
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.caa.go.jp/credit/

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

で
す

　

鹿
児
島
県
で
は
、
年
間
５
０
０

人
弱
の
か
た
が
、
自
殺
で
尊
い
命

を
失
っ
て
い
ま
す
。
働
き
盛
り
の

50
代
か
ら
60
代
の
男
性
の
自
殺
が

多
く
、
経
済
や
健
康
問
題
が
原
因

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。

あ
な
た
も
自
殺
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

［
自
殺
対
策
で
知
っ
て
お
き
た
い

こ
と
］

○
自
殺
は
個
人
的
な
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
殺
問
題
の
背
景
に

は
、
様
々
な
社
会
的
要
因
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
社
会
全
体
で
総
合
的

な
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
自
殺
は
「
避
け
ら
れ
る
死
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
を
考
え

る
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
人
は
、

事
前
に
何
ら
か
の
予
告
や
救
い
の

サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。
自
殺

の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
自
殺
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と

は
、
自
殺
を
助
長
す
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
悩
み
や
自
殺
へ
の

思
い
を
打
ち
明
け
た
れ
た
と
き
、

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
真
剣

に
受
け
止
め
る
こ
と
が
、
衝
動
的

な
行
動
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
、
自

殺
の
危
険
を
減
少
さ
せ
ま
す
。

［
気
を
つ
け
て
！
こ
こ
ろ
の
サ
イ

ン
］
身
近
な
人
の
こ
こ
ろ
の
サ
イ

ン
に
気
づ
い
た
ら
相
談
や
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

○
う
つ
病
の
症
状
（
気
分
が
沈
む
、

自
分
を
責
め
る
、
仕
事
の
能
率
が

落
ち
る
、
決
断
が
で
き
な
い
、
不

眠
が
続
く
）

○
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長

引
く

○
飲
酒
量
が
増
え
る

○
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
。

大
き
な
失
敗
を
す
る

○
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
な
い

［
大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
さ
れ

た
人
へ
］

　

 

ご
遺
族
の
た
め
の
語
り
合
い
、

支
え
合
い
の
場
と
し
て
「
こ
こ
ろ

つ
む
ぎ
」
の
会
を
鹿
児
島
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６  
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作りの味は最高です手 汐見小学校豆腐づくり体験

害が発生したときを想定
長島町赤十字奉仕団研修会

り立てでおいしいよ堀 蔵之元小学校のジャガイモ掘り

　２月 1 日、汐見小学校（遠竹哲文校長）で、
食育に関する授業の一環として、豆腐づくりの体
験学習を実施しました。この日は、鷹巣で豆腐店
を営む加治木信子さんの指導のもと、昨年学校農
園で栽培した大豆を使った豆腐づくりとなりまし
た。大豆をミキサーですりつぶす作業や鍋で煮込
む作業、そして最後に木綿に包み型に入れる作業
など、豆腐ができるまでの工程などを勉強しまし
た。できあがった豆腐を口にした児童たちは「自
分たちが育てた大豆を使った豆腐は本当においし
い」と言いながら頬張っていました。

　１月 30 日、保健福祉センターで、長島町
赤十字奉仕団による研修会が開催されまし
た。この日は、日本赤十字鹿児島県支部から
２人の講師が訪れ、奉仕団員と一般参加者
50 人が受講しました。
　講習では、赤十字についてのビデオ鑑賞や
非常食炊出し訓練、心肺蘇生と AED の操作
法について説明がありました。
　非常食炊出し訓練では、無洗米を専用の袋
に手分けしながら迅速につめる作業を行い、
大きな釜で炊き上げました。心肺蘇生法で
は、マネキンを使った人工呼吸法、そして実
際 AED を装着した救助方法など多様にわた
る訓練を行いました。
　参加者は「もしものときのため大変勉強に
なりました」と話していました。

　２月４日、蔵之元小学校（田下秀樹校長）では、
学校の「海の子のうえん」で育てていたジャガイ
モ掘りをしました。これは、食育活動の一環とし
て、自分たちで苦労して育てたものを食すること
で、地産地消の良さを体験させるとともに、食の
大切さを実感させようとするものです。この日は、
養護老人ホーム「長生園」と特別養護老人ホーム

「あかね園」を訪問し、手紙を添えてジャガイモ
をプレゼントしました。6 年生の門元和哉くんと
町口レナさんは「コロッケや肉じゃがをして食べ
たら最高です」と入所者に話していました。

すりつぶした大豆を焦がさないように混ぜます↓

肌つやのきれいなジャガイモに大喜びでした↑

災

↑負傷者と救助者にな
　り、心肺蘇生法を学
　びました

←無洗米を炊き出し用
　ポリ袋に入れた、非
　常食炊出しの訓練
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元の鯛を食してみよう地 幣串小学校料理教室

↑地元の鯛部会のみなさんか
　ら、鯛のうろこはぎや三枚
　おろしなど教わりました

←真剣な表情で鯛の三
　枚おろしに挑戦しま
　した

　２月８日、幣串小学校（坂元英透校長）
では、東町漁協鯛部会の会員による鯛料
理教室が開催されました。これは、子ど
もたちに地元の魚である鯛のおいしさと
料理の多様さを実感し、地域の人とのふ
れあいを楽しもうと計画されたもので
す。
　料理が始まると、説明しながら手際よ
く魚をさばいていく会員に、児童たちは
目が釘付け。さっそく、児童たちも指導
のもと鯛のうろこはぎや三枚おろしに挑
戦しましたが、なかなかうまくいかず、
四苦八苦しながらの料理教室となりまし
た。
　１年生の平野龍太くん、荒田美子さん、
竹口こころさんは「魚を料理するのは難
しいです。だけどとっても楽しいです」
と答えてくれました。
　その後、みんなで調理した刺身や鯛ご
はん、鯛ハンバーグに鯛こくなど、地域
の人と会食し、楽しい時間をすごしてい
ました。

切に使わせていただきます
本浦小学校にピアノのプレゼント

域塾として鹿児島県から認証地 城川内小学校区「城小っ子支援隊」

大
　本浦小学校出身で、現在兵庫県在住の川田時子
さんが、学校で役立ててほしいと、これまで大切
に使っていたピアノを１月 28 日に寄贈されまし
た。川田さんは、自費で兵庫県の自宅から本浦小
学校までの運送費と調律費まで負担。子どもたち
は、この思わぬ贈り物に大変喜びし、順番にピア
ノを弾いて楽しんでいました。

　城川内小学校区で平成 14 年に設立された「城
小っ子支援隊」が優れた地域塾として鹿児島県か
ら認証されました。
　同塾は、地域が一体となり、児童を守り育て、
礼儀作法、体験活動など、やさしくて、たくまし
く生きぬく実践的な活動を展開しています。
　今回の認証は、児童の健全育成のため実践的な
活動が認められたものです。

大喜びでピアノを弾いている子どもたち↓

↑かごしま地域塾推進大会で古田一博隊長が認
　証を受け取りました
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（　）内は前月比

11,637(   -6 )
   5,590(   -1)
   6,047(   -5)
   4,392(    0 )

平成 23年 2月 28 日現在

グランプリ５万円×１点！
準グランプリ３万円×２点！
入選１万円× 10 点！
選ばれなかった応募者の中から抽選で５人に、
3000 円相当の本町特産品を贈呈します

   応募期間　平成 23 年 4 月 15 日

題材は、花壇の花や草花、そし
て「ぐるっと一周フラワーロー
ド」の石積花壇が写っているの
もＯＫ！
自分が大好きなワンショットを
応募してみては！　

◎応募先
　〒 899-1498
　出水郡長島町鷹巣１８７５番地１
　「夢 追 い 長 島 花 フ ェ ス タ」 実 行 委 員 会
　 事 務 局（ 長 島 町 景 観 推 進 課 景 観 係 ）　
　ながしまフラワーフォトコンテスト係
　　☎（86）1111（内線 1270）

　３月 20 日、いよいよ「夢追い長島花フェスタ」が始まります。

　皆さんが、家庭や学校、地域で植栽した花々が咲き始め、長島にお越しいただくたくさんのお客さまをお

迎えする準備ができました。来場者の皆さんが数多くのイベントに参加して楽しんでいただくため、各イベ

ントの受付をしていますので、お早めにお申し込みください。

☆花植栽ボランティア募集☆
日　　時　　４月 24 日（日）
対　　象　　個人・団体・事業所
内　　容　　夏の花への植え替え
募集期間　　3 月 15 日～ 4 月 15 日

☆永井龍雲ライブ 2011 ☆
日　時　５月 14 日（土）
　　　　午後６時 30 分開演
入場料　2000 円
※チケット販売は３月 15 日～

３月～４月の当日受付イベント紹介
（メイン会場文化ホール周辺で開催）

☆こどもスケッチ大会☆
日　時   ３月 27 日（日）
　　　　午前 10 時～午後３時
対　象　幼児・児童・生徒
受　付   イベント広場
※（画用紙は支給、画材は各自持参）
☆春の木市 in ながしま☆
日　時　３月 27 日（日）
場　所　グランドゴルフ場
内　容　せり体験
受　付 　イベント広場　
※先着プレゼントあり

（サブ会場太陽の里周辺で開催）
☆魚の１本釣り＆桜まつり☆ 
日　時　　４月３日（日）午前 10 時～
場　所　　ピクニック広場　
参加料　　１回 300 円
※ 詳 細 に つ き ま し て は、 各 イ ベ ン ト 開 催
前にお知らせします。多くの皆さんのご参
加をお待ちしています。

◎問い合わせ先
　「夢追い長島花フェスタ」実行委員会
　事務局（長島町景観推進課景観係）
　☎（86）1111（内線 1270）

はなちゃん

平藪カズエさん宅（田尻）の緋
ひかんざくら

寒桜↓
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次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

▽
今
月
20
日
か
ら
、
町
民
一
人
一

人
が
手
が
け
た
花
祭
り
「
夢
追
い

長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
が
始
ま
り
ま

す
。
２
月
中
旬
ま
で
は
寒
い
日
が

続
き
、
花
も
肩
を
す
く
め
て
い
る

よ
う
で
し
た
が
、
３
月
を
迎
え
る

と
春
の
訪
れ
を
先
取
り
し
、
太
陽

の
光
と
関
係
者
の
思
い
を
胸
に
す

く
す
く
と
成
長
し
て
い
ま
す
。
町

内
一
円
に
整
備
さ
れ
た
石
積
み
花

壇
と
手
作
り
の
花
祭
り
。
町
内
外

の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
た
め
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
、
き
れ
い
な
花

と
新
鮮
な
農
水
産
物
を
準
備
し
、

『
お
も
て
な
し
』
い
た
し
ま
す
。

（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局）

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

  ３/２７ １ ２

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６

２０１１4
  ３/２８   ３/２９   ３/３０   ３/３１

２９２８２７ ３０

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

○鷹巣診療所 86-0054
○せき耳鼻咽喉科クリニック 64-1187
○有村産婦人科・内科 73-4180
○クリニック．なかむら 62-0241
○橋口歯科医院 73-0508
□メープル薬局 62-9292
□ふれあい薬局 63-3070
□さかえまち薬局 72-0978
□長島調剤薬局 64-5555

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○長島クリニック88-6405
○友愛クリニック 64-2101
○上園医院 73-1055
○わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313

○よしだ歯科クリニック 63-1555
□めぐみ薬局 82-5551
□いずみ調剤薬局 68-5822
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○福元医院 67-3200
○内山病院 73-1551
○整形外科ばばぐちクリニック 64-8260

○児島歯科医院 86-1266
□ハート薬局 79-3877
□フタヤ薬局 67-5253
□本町薬局 73-3233

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎１歳６カ月検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○飯尾医院 88-5040
○しもぞのクリニック 63-8300
○鶴見医院 73-0553
○出水病院 62-0419
○徳森歯科医院 67-3608
□ D･ML 五万石薬局 63-8800
□会営薬局阿久根店 72-5060

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■びん・有害（獅子島 )

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

　　　　　昭和の日

○鷹巣診療所 86-0054
○こどもクリニック永松 64-1500
○喜多医院 72-0038
○出水眼科 62-8350
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○あくね歯科医院 72-0556
□かしま薬局 63-3970
□クレモア薬局 63-5401
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388
□脇本調剤薬局 75-2215
□長島調剤薬局 64-5555

◎ＢＣＧ
（指江保健センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●４月 29日は昭和の日です。
　昭和の日は、「激動の日々を経て、復興を遂げた昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいたす」こと
を趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！ 「夢に挑戦　輝け明日へ　長島町」
長島町合併５周年記念式典

　と　き　平成 23 年 3 月 20 日（日）午前 9 時 30 分～
　ところ　長島町文化ホール

皆さまの参加をお待ちしています。


